
ち
る
笹
の

村
雨
か
ぶ
る
竹
の
秋

(

飯
田

蛇
笏)

4/1
監
理
団
体
が
技
能

実
習
生
を
受
け
入
れ

て
傘
下
の
企
業
等
で

技
能
実
習
を
行
う
タ

イ
プ

Ｈ２9.5月（第146号）

事務所だより 社会保険労務士
行 政 書 士

正垣 謙二郎

Email : masagaki@maia.eonet.ne.jpTEL 0721-24-8764

この助成金は50万円を受け
ることは比較的簡単と思われ
ますが、あとの80万円を受け
るには生産性が3年前に比べ
て6％以上伸びていることが
条件になります。

人事評価改善等助成金

1、人事評価制度等整備計画
の作成・提出

↓
2、整備計画に基づく人事評

価制度の整備(就業規
則に明文化する。)

↓
3、人事評価制度の実施(全

ての正規労働者に実施)
↓

4、制度助成金(50万円)を
支給申請

↓
5、達成助成金(80万円)を

支給申請

助成金受給までの流れ

福
田
こ
う
へ
い
は

三
橋
美
智
也
の
再

来
と
言
わ
れ
て
い

る
民
謡
出
身
の
演

歌
歌
手
。
フ
ァ
ン

と
い
う
訳
で
は
な

い
が
話
の
タ
ネ
に

コ
ン
サ
ー
ト
に
行

っ
て
み
ま
し
た
。

客
の
8
割
ぐ
ら
い

は
高
齢
者
。(

か
く

言
う
私
も
そ
の
ひ

と
り
。)

マ
イ
ク
の
音
量
、

や
た
ら
大
き
か
っ

た
。
ま
さ
か
高
齢

者
を
意
識
し
た
訳

で
は
な
い
の
で
し

外
国
人
が
日
本
国

内
で
就
労
す
る
に

は
就
労
可
能
な
在

留
資
格
が
必
要
で

す
。
「
留
学
や
研

修
」
資
格
で
は
就

労
で
き
ま
せ
ん
。

外
国
籍
で
あ
っ
て

も
、
「
永
住
」
資

格
や
「
日
本
人
の

配
偶
者
」
資
格
は

ど
ん
な
仕
事
に
就

い
て
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

最
近
、
よ
く
耳
に

す
る
技
能
実
習
と

い
う
の
も
在
留
資

格
の
一
つ
で
す
が

こ
れ
に
つ
い
て
は

受
入
れ
に
特
別
な

仕
組
み
が
必
要
で

す
。

そ
の
他
の
在
留
資

格
の
う
ち
、
特
定

の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
で
き
る
資
格

が
全
部
で
、
十
七

あ
り
ま
す
。

企
業
は
外
国
人
を

直
接
雇
う
場
合
は

必
ず
在
留
資
格
を

確
認
す
る
こ
と
で

す
。
就
労
で
き
な

い
資
格(

た
と
え
ば

留
学
な
ど)

の
者
を

雇
う
と
企
業
も
入

国
管
理
法
違
反
で

処
分
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
企
業
単
独
型

日
本
の
企
業
が
海

外
の
現
地
法
人
、
合

弁
企
業
や
取
引
先
の

職
員
を
受
け
入
れ
て

技
能
実
習
を
実
施
す

る
タ
イ
プ

②
団
体
監
理
型

監
理
団
体
は
非
営

利
団
体
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
等
協
同

組
合
や
農
協
、
商

工
会
な
ど
は
監
理

団
体
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。(

職

1234

5

業
紹
介
事
業
の
許

可
を
取
得
す
る
こ

と
が
条
件)

中
小
企
業
等
協
同

組
合
は
、
企
業
4

社
以
上
が
集
ま
れ

ば
結
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

(

詳
し
く
は
当
事
務

所
へ
ご
相
談
下
さ

い
。)

※※

※

ょ
う
が
せ
っ
か
く

の
美
声
が
だ
い
な

し
。

竹
の
秋(

春
の
季
語

)

で
す
。

筍
に
栄
養
分
を
取

ら
れ
て
竹
林
が
黄

色
く
な
っ
て
い
ま

す
。

※

※

※

技
能
実
習
生

受
け
入
れ
方
法
は
二
種
類

※


